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「国別NGO研究会（スリランカ）」事業は、外務省の「NGO活動環境整備支援事業」の

一環で平成15年度に初めて行われることになり、2003年9月から2004年3月までの間、「ス

リランカ復興開発NGOネットワーク」が実施しました。本報告書は、2004年1月にこの事

業で行ったスリランカ合同現地調査に参加したNGOのメンバーが中心となってまとめた

ものです。

日本のNGOがスリランカ北東部での活動を始めて比較的まだ日が浅いこと、「スリラン

カ復興開発NGOネットワーク」の参加団体の中には、現地での活動をこれから本格的に

開始しようとしているところも少なくないことなどから、参加NGOの間には共通の問題

意識があり、共に学び、共に考え、協力して問題に対処していこうとする姿勢がありまし

た。そのため、本研究会は円滑に運営され、スリランカ復興開発支援に関わる日本のN

GOの間で信頼関係を一層強化することができました。また、外務省、国際協力機構（JIC

A）や国際協力銀行（JBIC）のスリランカ担当者にも本研究会の活動に参加していただいた

ことで、スリランカ支援に関して広い視野から率直な意見交換をすることができ、本研究

会の場は、今後のNGO間の連携やODAとNGOとの連携を検討する上で、潤滑油的な役割

を果たしてきたと言えると思います。

今後、本研究会事業の成果を踏まえて、初年度で行ってきたようなネットワークの活動

が今後もさらに継続されて、スリランカの復興と開発に当たって日本のNGOがより協力

関係を深め、その結果スリランカでの和平の確立と人々の生活向上に少なからず寄与する

ことができればと願っています。本報告書が、現在スリランカで活動しているNGOの

人々や、これから現地で活動を始めようとしているNGOの人々にとっての参考書として

役に立つことがあれば、非常に嬉しく思います。

最後に、本研究会の活動にご協力いただいたNGO、外務省、JICA、JBIC、JETRO、民

間コンサルタント企業、大学などの関係者の方々に、改めて深く感謝を申し上げます。

また、本報告書は、本ネットワークの責任において作成したものであり、日本政府なら

びに外務省、その他関係機関の見解や政策を反映するものではないことを付記します。

2004年3月

スリランカ復興開発NGOネットワーク事務局を代表して

新石正弘
（特定非営利活動法人ブリッジエーシアジャパン事務局長）

ごあいさつ
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